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ま
た
ひ
と
つ
昭
和
の
巨
星
消
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竹
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れ
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辛
い
日
は
山
に
向
か
い
て
た
め
息
を
ど
っ
ぷ
り
つ
い
て
背
筋
を
伸
ば
す

原　
　
　

茂

　
　

           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暑
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よ
ね
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ざ
か
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語
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日
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森
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幸
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ち
ゃ
ん
「
エ
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ボ
ウ
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」
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逝
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先
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切
り
千
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短
歌
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一
週
間
の
番
組
録
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玲
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上
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れ
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幼
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瓜
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浮
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お
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露
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残
れ
る
若
葉
キ
ラ
キ
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も
今
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昭
和
の
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民
江

               　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
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咲
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け
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と
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な
り
て
久
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ぶ
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よ
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高
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渡
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仲
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お
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わ
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し
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と
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メ
ー
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ま
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探
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ゐ
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急
坂
は
登
る
こ
と
よ
り
下
る
こ
と
「
気
を
つ
け
な
い
と
」
と
肝
に
銘
じ
て

藤
本
す
み
子

【
短

歌
】

　
　

広
報
委
員
会　

選

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

掲
載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係
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要
）
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『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

※香美市から木のギフトを受

　け取られた皆さんからのご

　感想、写真を募集していま

　す。投稿者の氏名、写真、

　写真に映っている方の名前

　(ペンネームで構いません)

　と感想を、下のメールアド

　レスまでお送りください。

りつくん

　かわいいどんぐりイスを頂きました。
　どっしりとしていて木のぬくもりを感
じる素敵な贈り物ですね。
　つかまりだちをしている今、お兄ちゃ
んとイスの上におもちゃをのせたりして
仲良く遊んでいます。大切に使わせて頂
きます。ありがとうございました。

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

９月６日 (土) ～ １０月１３日 (月・祝)

休館日：毎週月曜日 ／ 入館料：一般６００円
※ 月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館

※ 市民の方は無料 (住所が確認できるものをご提示ください)

【関連企画】場所：展示室

　 館長または学芸員による作品解説

　 会期中毎日曜日　１４時 ～

わくわく生きる
人生１００年

　

現
代
は
長
寿
社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
生
の
後
半
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
は
、
心
の
支
え
と
な
る
文
化
芸
術
の
存
在
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
展
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
信
念
と
技
法
を
身
に
つ
け
ら
れ
、
作
品
制
作
を
生
き
が
い

と
し
て
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
、
ま
さ
に
人
生
100
年
時
代
を
生
き
る
手
本
の
よ
う

な
方
々
の
、
興
味
深
い
作
品
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(

館
長　

都
築
房
子)

◀
水
田
貴
士

◀
朝
比
奈
富
美
男

◀
徳
久
茂

▲ 髙瀬哲男


